
平成 22 年度 中国ブロック「環境 NGO・NPO 地域ワークショップ」 

 「学生力」活用マニュアル －地域大学の力を活かした環境保全活動－ 実施報告 

1. 目的・趣旨 
 中国地域の環境保全団体において横断的な課題である「ボランティアコーディネート」を講座内容に取り上げ

た。地域大学やその学生たちのニーズに応え、次の地域を担う若い力を育成すると共に、彼らの力を活用する

事で市民活動が活力を得る。そんなコーディネートの方法を学ぶと共に、私たちの地域にどのような「仕掛け」

が可能なのか、参加者の方々と共に考えるワークショップを行った。 
 

2. プログラム概要 
① 開催日時：平成 22（2011）年 11 月 23 日（祝・火） 9:45～17:00 
② 会場：岡山国際交流センター7階多目的ホール（岡山市奉還町 2丁目 2番 1号） 
③ 対象者及び参加人数  

･ 環境保全活動の団体・スタッフ 
･ 地域で人材育成の機会を検討している大学関係者 
･ 環境保全活動に興味のある大学生      など、31 名参加 

④ 講師／ファシリテーター 
◇ ゲスト講師：赤澤清孝（あかざわ・きよたか）NPO 法人ユースビジョン代表  

法人の運営を総括する傍ら、大学非常勤講師、複数の NPO の役職を兼務するなど、様々な立場から

若者の人材育成に取り組んでいる。 
◇ ファシリテーター：高田 研（たかた けん）都留文科大学教授 

千刈ミーティング他、環境教育における様々なムーブメントを創出。ワークショップの研究を専門

とする。現在は、都留文科大学の教授として、自然学校指導員や地域計画におけるワークショップ

のファシリテーターを志す人々の養成に携わっている。 
◇グループファシリテーター 

石原達也（NPO 法人 岡山 NPO センター事務局長） 
友延栄一（岡山の自然を守る会監事） 
佐藤尚宏（くらしきパートナーシップ推進ひろば）、中村開三（同）、平尾博美（同） 

◇講師補助 畑中健志（都留文科大学学生）、服部元壽（同）、新見嘉穂（同） 
⑤ 内容 

9:45  開会 司会：白神加奈子（(財)水島地域環境再生財団） 
開会あいさつ 地球環境基金 松岡佐知 

10:00 アイスブレイク   高田 研（都留文科大学教授） 
自己紹介カードを用いて「※元祖デートゲーム」 

※元祖デートゲーム 

①1 枚の紙を４等分し、各自で次の（A）から（D）の 4 項目を書く。 

（A）故郷の絵（B）やっていること（C）やりたいこと（D）連絡先  

②月～金曜日の５日間，必ず誰かとデートするアポイントをとり，各曜日に相手の名前を記入する。 

③全員アポイントをとれたら，デートする相手と各曜日毎に数分間ずつ紙に書いた内容をもとに会話する。 

11:00  講義「学生力を活かす組織づくり、地域づくり」赤澤清孝（ユースビジョン代表） 
12:00～ Q&A 司会：高田 回答：赤澤  
13:00 情報提供 松尾健司（EPO ちゅうごく事務局長） 
13:15 グルーピング  大学関係者・学生 3 グループ NPO4 グループ 計 7 グループ 



13:25 ワークショップ(1) 「双方が満足できる活動のための、現状把握と共有」 
マッピングにより、問題に思っていることを書き出し、課題を考える  

14:00 課題を 3 つ A4 用紙に書く 
14:30 全体発表 全体討論 
15:05 講師コメント 
15:30 ワークショップ(2) つながるための 10 ヶ条づくり    
   グルーピング 学生 2 人＋NPO4 人（6 人×6 グループ）。ワークショップ（1）で挙げられ

た課題を見ながら、それを克服するための 3 ヶ条を考える。 
16:15 全体発表会 各 3 ヶ条×6 グループ＝18 ヶ条を全員で 10 ヶ条に絞り込む 
16:45 ふり返り  
17:00 終了 

3. 実施概要 
1 日という短い行程のため、アイスブレイク「元祖デートゲーム」で参加者同士が顔と名前がわかる関係づくり

を自己紹介として行った後、午前中に赤澤講師による講義「学生力を活かす組織づくり、地域づくり」を行っ

た。質問については即答するものと、後のワークショップで議論するものとに整理し、応答した。広島での事

例を EPO ちゅうごくの松尾健司講師から紹介、ワークショップ(1)「双方が満足できる活動のための、現状把

握と共有」に向けたグルーピングを行い、まずは学生と NGO・NPO がそれぞれの立場で話し合った。全体発

表では、立場の違いから議論が白熱した。さらに、ワークショップ(2)「つながるための 10 ヶ条」では学生 NGO・
NPO が直接対話することによって、つながるためには何が必要なのか出し合い、全体発表会で 11 ヶ条に絞り

込むことができた。  
 学生と NGO／NPO がつながるための 11 ヶ条   

(1) NPO がしっかりした受け入れプログラム・選択肢を用意する。 
(2) 大学にボランティアセンターが必要。 
(3) 事前の情報提供とふり返りが大切。 
(4) 地域（NPO）と学生の出会いの場をつくる。 
(5) 募集段階～当日までにわたって目的、目標、具体的な内容を共有していく 
(6) 大学が橋渡しとなり NPO の説明会や情報の提供を行う。 
(7) 学生の社会との関わりを大学の売りに！ 
(8) 口コミをひろげるために教官や活動している先輩との信頼関係を築く。 
(9) ＮＰＯ・学生相方がしっかりと対話コミュニケートして、お互いに「がっかりしない」関係づくりを

する。 
(10) それぞれ情報発信する。 
(11) 地域（NPO）と学生の間の共感、わくわく Passion。 

4. 当日の写真 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

学生と環境 NGO・NPO の直接対話 課題を整理するファシリテーター 


